
平成２８年度事業報告

平成28年3月18日の第129回理事会で決定された「平成28年度京都府農業総合支援センター事業

計画」に基づき、以下のとおり組織運営や執行体制の整備を図り、関係機関等とも連携して諸事

業に取り組みました。

なお、平成26年度に京都府知事より「京都府農地中間管理機構」の指定を受け、スタートさせ

た農地中間管理機構事業の実施に当たっては、京都府、農業会議をはじめ市町村等地域の関係機

関・団体と連携しながら事業を進めました。

また、平成28年度から新たに事業計画に達成目標を加え、ＰＤＣＡにより業務改善に取り組み

ました。

１ 組織運営及び執行体制の整備等

組織運営及び執行体制の整備等を行うため、組織会議の開催や関係団体との連携強化を図り

ました。

（１）組織会議の開催等

ア 第46回監事会を、平成28年5月17日に開催しました。

イ 第130回理事会を、平成28年6月7日、第131回理事会を6月23日、第132回理事会を平成29

年3月23日に開催しました。

ウ 第47回定時社員総会を、平成28年6月23日に開催しました。

（２) 関係機関・団体との連携

支援センター業務の円滑な推進を図るため、新たに農地利用の最適化推進が業務の柱とな

った農業委員会と、農地情報の受発信や農地中間管理事業について連携推進するとともに、

京都府の「農地利用推進チーム」や「京の農業応援隊」、「農業ビジネスプラットフォーム」

等に参画し、府農林水産部、広域振興局、農業改良普及センター、京都産業２１、ＪＡ等関

係団体との連携強化に努めました。

（３) 業務改善

28年度事業計画から「達成目標」を記載し、進捗状況を管理しながら業務推進に努めまし

た。特に、農地中間管理機構事業については、農地の借り手への訪問、アンケート、市町村

等会議での意見交換等により、出し手、借り手の要望を把握し、貸借契約期間の短縮、借受

希望有効期間の無期限化や提出書類の見直しによる手続きの簡素化などの制度改善を図りま

した。

２ 事業の実施

28年度も継続して、地域での話し合い活動に基づく「京力農場プラン」により、担い手の確

保や農業経営の多角化に向けた強い経営体づくりを支援しながら、支援センターの主要業務で

ある農地中間管理機構事業、新規就農・就業関連事業、農業ビジネスセンター京都関連事業等

について府、市町村、関係団体と連携して、以下のとおり実施しました。

（１）農地中間管理事業

ア 農地中間管理事業

農地中間管理事業について、市町村等地域の関係機関・団体等と連携しながら、担い手へ



の農地集積と多様な担い手による集落営農の推進を基本方針に事業実施しました。

特に、28年9月に土地改良事業団体連合会等と「農地を守り活用するための連携協定」を

締結し連携強化を図りました。

課題である制度周知のため、新たな取組として、ＰＲ用クリアファイル（制度概要を印刷

した資料ケ－ス）の作成配布、毎月メールマガジン「FarmBankNews」をホームページに掲載

・メール配信するなど定期的な情報提供により、活用メリットをＰＲしました。

(ア) 農地中間管理事業（貸借事業）

農地中間管理事業については、農地の出し手からの貸付登録が21市町から327.3ha

（1,306件）あり、これに対して農地の借受希望は704.5ha（534件）でした。

この内、借入れた面積は307.1haであり、28年度中に貸付けた面積は279.0ha（247件）

でした。

その内、担い手養成実践農場のほ場の借入は、４市で1.3haでした。また、丹後農業

実践型学舎のほ場については、京丹後市の国営団地２団地において6.3haのほ場の借入

を行いました。

(イ) 機構の特例事業（農地売買支援事業）

28年度の売買事業は、京都市、久御山町、和束町、宇治田原町、南山城村、京丹波町、

福知山市、与謝野町、宮津市、京丹後市で、規模縮小農家等から約4.5haを買入れ、認

定農業者及び規模拡大農家等に前年度から保有している農地も含め約4.7ha売り渡しま

した。

28年度末の農地（所有権）保有量は0.4haで、全て29年度に売り渡す予定です。

イ 農業経営実践型学舎づくり事業

平成25年度に京都府と京丹後市が開講した「丹後農業実践型学舎」において、各種の研修

を行っていくにあたり、研修ほ場の確保を行いました。

28年度は国営団地2団地において6.3haのほ場を借入れ、10名の研修生が研修を行っており、

その内第3期生5名が就農しました。

（２）新規就農・就業支援に関する事業

ア 青年農業者等育成団体運営事業

新規就農・就業希望者等や関係者へ情報提供を行うとともに、京都府農業青年クラブ

連絡協議会に対し、全国青年農業者会議等への派遣経費の一部を助成しました。

イ 就農支援資金貸付事業

新規就農希望者の就農を資金面から支援する事業で、新規貸付決定は26年度までで終了

しました。制度が創設された平成７年度からの本事業による貸付者数の累計は199名、貸

付総額は611,070千円となりました。

ウ 無料職業紹介事業

平成17年3月に「職業安定法」に基づく厚生労働大臣の許可を受け、「無料職業紹介所」

を開設しています。雇用により労働力確保を図りたい府内の農業法人や個人農家に対し、

農林水産業ジョブカフェ（下記）に登録した就農希望者を紹介する仕組みを昨年度につく

り、今年度は、農家・法人に、１０名を紹介（就業）しました。



エ 農林水産業ジョブカフェ事業(就農・就業の相談対応)

28年度の就農等相談件数は、延べ793件（面接569件、電話・メール224件）で、この内

初回相談者（未登録を含む実人数）は409名でした。

また、関係機関と連携し、就業相談を含むイベントを２回実施しました。

① 新規就農希望者と農村を結ぶ集い（平成28年7月31日）

就業希望者40名、農大生16名、事業体数30、関係機関30名

② 京都府農林漁業就業相談会 （平成29年2月26日）

就業希望者61名、農大生9名、事業体数40、関係機関25名

オ 京都農人材育成センター事業

経営の各段階に応じた人材育成を目的に、就農直後から法人経営者まで幅広い層を対象

として、「就農直後フォロー研修」「農業経営塾」「農企業者育成研修」「リーダー養成研

修」を実施しました。

研修25回実施、参加者延150名

カ 農業体験応援事業

ジョブカフェの相談者を対象に、京都で就農するイメージを実感してもらうため、府内

の農業者を３日又は１日訪問し、農作業を行う「農業体験実習講座」を実施しました。

参加者実人数＝３２名 ３日コース：２９名、１日コース：３名

受入経営体数：登録１０（うち６経営体で実施）

キ 担い手養成実践農場整備支援事業

本事業は平成14年度から実施しており、普及センターや市町村と密接に連携しながら、

新規就農希望者を地域に受け入れ、生産や経営の技術の指導、就農に結びつけるもので

す。28年度は26，27年度からの継続18農場に加え、新たに7農場で研修を開始しました。

29年３月末の実践農場の累計は120農場（独立自営94名、研修中10名、離農･研修中止16

名）となり、実践農場を経て就農した担い手の大半が地域に定着しています。

ク 新規就農者等相談支援事業

全国農業会議所からの委託を受け、(株)リクルートジョブズが主催する「新・農業人

フェア(東京4回・大阪2回)」に計６回出展し、延べ160名の相談対応をしました。

ケ 農業者経営復興特別支援資金等貸付事業

平成25年台風18号及び26年８月豪雨により甚大な被害を受けた農業者のうち平成16年台風

23号等でも被災した者に対して経営復興に要する資金を貸し付けるもので、28年度に貸付が

終了しました。本事業による貸付者数は21名、貸付総額は60,000千円となりました。

コ 就農インターンシップ研修事業

28年度から新たに、新規就農・就業を希望する方に対して、農業への適性等を知るため、

１ヶ月以上（最大６ヶ月）の実地研修を実施しました。登録した農業法人等の数は22で、ジ

ョブカフェ等での相談を経て、研修生として法人等に雇用された者は3名でした。

サ 若手農業者経営力向上支援事業

知事が就農計画を認定した認定就農者等を対象に、次のステップへの経営発展に必要な農

業用機械・施設リースを支援する事業で、28年度は７名の若手農業者を支援しました。



（３）農業ビジネス支援に関する事業(農業ビジネスセンター京都事業)

平成２１年６月に「農業ビジネスセンター京都」を開設し、農業ビジネスに取り組む経

営者を支援するために様々な施策を実施してきました。

平成２８年度は、昨年度設立した「きょうと農業ビジネスプラットフォーム」の構成員

として、地域の農業ビジネスの相談窓口の「地域アグリネット」との連携を図りながら、

府内の農業者や商工業者、金融機関、関係団体等が連携した「オール京都」により、京都

ならではの強み、ブランド力を生かした農業ビジネスの展開・支援を行いました。

次の事業により、農商工連携、６次産業化、並びに府内産農林水産物・加工品輸出等を

支援しました。

ア 農商工連携等支援事業

① 農業ビジネス応援隊派遣による支援活動

農林漁業者と商工業者による「連携体」に対して、農商工連携応援ファンド支援

事業等の事業計画を作成・具体化する際に支援するため、「応援隊」（学識経験者や

企業経営者など多様なメンバーで構成。２８年度末の登録者数３２名）を１７６回

派遣し、専門的な見地から具体的な課題に対して助言・指導を行いました。

② 商談会

府内農林水産物や農商工連携応援ファンド支援事業による新商品の販路拡大を

促すため、「きょうと農業ビジネス商談会」(２８年１０月２８日）を、みやこめっ

せにおいて開催しました。商談会に向けて、バイヤーへの接し方など実践的な商談

能力の向上を図ることを目的とした事前セミナーを商談会参加者に対して実施し（計

８回）、商談会当日の商談件数は２７０件となりました。

③ 相談・交流会

農林漁業者と中小企業者のマッチングの場等を提供するため、相談や交流の場づ

くりなどにより、連携体の掘り起こしや農商工連携情報の提供を行いました。

イ 農林水産物・加工品輸出ビジネス支援活動

京都府農林水産物・加工品輸出促進協議会の農業法人等部会員（２８年度末６６会

員）の東アジア市場にチャレンジするため、京都府や産業２１と連携をとり、輸出相

談の場の設定等を行い、販路拡大支援に努めました。

ウ ６次産業総合推進事業（国交付金事業）

京都府の６次産業化サポート窓口を設置し、農林漁業者の６次産業化を推進するた

め、４つの地域に農業ビジネスの相談窓口として地域コーディネーターを配置しまし

た。「地域アグリネット」と連携するとともに、地域アグリネットの支援及び交流の場

として「きょうと農業ビジネスプラットホーム」を設置しました。

府内の農林漁業者等への発展段階に応じた個別相談・交流会等を実施することによ

り、６次産業化に向けた計画づくり及びプランニングの助言や、新商品開発や販路開

拓など積極的な取組を促す環境づくり等を支援し、６次産業化の取組を推進しました。

① コーディネーターの設置 ５名（チーフコーディネーター１名、地域コーディネ

ーター４名）

② ６次化総合計画策定支援数 ４農業経営体



３ 支援センター構成等概要

(1) 社員の構成・出資金

（29.3.31現在）（出資額の単位：千円）

区 分 社 員 名 出資額 議決権数 備 考

府 県 京都府 4,000 1 議決権数

市 町 村 京都市 320 1 ＝社員１名に

福知山市 460 1 つき１箇

舞鶴市 170 1 (定款第17条)

綾部市 240 1

宇治市 70 1

宮津市 150 1

亀岡市 170 1

城陽市 60 1

向日市 60 1

長岡京市 60 1

八幡市 70 1

京田辺市 70 1

京丹後市 500 1

南丹市 320 1

木津川市 180 1

大山崎町 50 1

久御山町 60 1

井手町 50 1

宇治田原町 90 1

笠置町 50 1

和束町 60 1

精華町 60 1

南山城村 70 1

京丹波町 270 1

伊根町 80 1

与謝野町 190 1

Ｊ Ａ 京都市 130 1

京都中央 670 1

京都やましろ 970 1

京都 1,720 1

京都丹の国 530 1

ＪＡ連合 京都府農業協同組合中央会 200 1

京都府信用農業協同組合連合会 500 1

全国農業協同組合連合会京都府本部 650 1

全国共済農業組合連合会京都府本部 500 1

京都府農業会議 50 1

京都府土地改良事業団体連合会 60 1

合 計 社員数 ３８ 13,910 38



(2) 役員

(平成29年3月31日現在)

役職名 氏 名 所 属 役 職 名 等 備 考

理事長 小 田 一 彦 京都府農業会議副会長

副理事長 松 本 均 京都府農林水産部長

〃 牧 克 昌 ＪＡ京都中央会専務理事

常務理事 川 﨑 淳 司 京都府農業総合支援センター事務局次長

理 事 田 中 達 男 木津川市副市長

〃 畠 中 源 一 京丹波町副町長

〃 宅 間 敏 廣 ＪＡ全農京都府本部本部長

〃 柿 迫 義 昭 ＪＡグループ京都農業法人協会会長

〃 岩 見 悦 明 京都府農業法人経営者会議顧問

監 事 松 本 佑 一 ＪＡ京都代表理事副理事長

〃 篠 田 直 明 税理士

(3) 常勤役員･職員

(平成29年3月31日現在)

区 分 役 職 員 計 備 考

常 勤 非常勤

理事長 １ １

常務理事 １ １

事務局長 １ １ 京都府農業会議事務局長が兼務

事務局次長 （１） （１） 常務理事が兼務

担い手育成課 ３ １ ４ 京都府農業会議担い手育成課長が兼務

農地利用最適化推進課 １ １ 同農地利用最適化推進課長が兼務

農地中間管理事業推進室 ６ ６

農業ビジネス課 ４ ４ 同農業ビジネス課長が兼務

計 １７ １ １８



４ 組織会議
(1) 監査

回 次 開催年月日(曜日) 開 催 場 所 監事数 出席監事
第46回 平成28. 5.17(火) 京都府庁西別館 ２ ２

午後１時30分～ 農業会議会議室
監査事項
(1) 平成27年度事業の執行状況
(2) 平成27年度収支計算書、貸借対照表及び財産の状況

(2) 理事会
ア 第130回理事会
回 次 開催年月日（曜日） 開 催 場 所 理事数 出 席 者

理事 監事
第130回 平成28. 6.7（火） 京都JA会館 ９ ９ ２

午後1時30分～ ６階601会議室
議決事項
第１号議案（第４７回定時社員総会に付議すべき事項）
平成２７年度事業報告並びに貸借対照表及び正味財産増減計算書の承認に関する
件

第２号議案（第４７回定時社員総会に付議すべき事項）
理事の辞任に伴う補欠選任に関する件

第３号議案（第４７回定時社員総会に付議すべき事項）
役員の報酬及び費用弁償に関する規程の一部改正に関する件

第４号議案
平成28年度収支予算書の変更に関する件

第５号議案
特例事業規程の一部改正に関する件

第６号議案
農地中間管理事業評価委員の選任に関する件

承認事項
第４７回定時社員総会の開催について

報告事項
与謝野町字後野に係る農地の根抵当権抹消の経過について

イ 第131回理事会
回 次 開催年月日（曜日） 開 催 場 所 理事数 出 席 者

理事 監事
第131回 平成28. 6.23（木） 京都JA会館 ９ ７ １

午前11時12分～同20分 503会議室
議決事項

代表理事及び業務執行理事の選定について

ウ 第132回理事会
回 次 開催年月日（曜日） 開 催 場 所 理事数 出 席 者

理事 監事
第132回 平成29. 3.23（木） ルビノ京都堀川 ９ ７ １

午後1時30分～２時20分 朱雀の間
議決事項

第１号議案 平成２８年度事業計画書、収支予算書の変更に関する件
第２号議案 平成２９年度事業計画書、収支予算書、資金調達及び設備投資の見

込みに関する件



第３号議案 規程の一部改正に関する件
(1) 経理規程の一部改正に関する件
(2) 農地中間管理事業規程の一部改正に関する件

(3) 総会
ア 第47回定時社員総会
区 分 開催年月日(曜日) 開 催 場 所 社員数 出席数（議決権数）

(議決権数) 社員数 委任状 計
定時社員 平成28. 6.23(木) 京都ＪＡ会館 38 18 20 38
総会 午前10時30分～11時10分 506会議室 (38) (18) (20) (38)

議決事項
第１号議案 平成２７年度事業報告並びに貸借対照表及び正味財産増減計算書の承

認に関する件
第２号議案 理事の辞任に伴う補欠選任に関する件
第３号議案 役員の報酬及び費用弁償に関する規程の一部改正に関する件

報告事項
平成28年度事業計画及び収支予算



主要事項の社務報告

○ 農地中間管理事業関係

年月日（曜日） 事 項 場 所

28. 4. 5（火） 第１回現地駐在員会議 西 別 館

20（水） 丹後ブロック事業等説明、推進協議 府峰山総合庁舎

22（金） 山城ブロック事業等説明、推進協議 府宇治総合庁舎

25（月） 南丹、中丹ブロック事業等説明、推進協議 府綾部、亀岡庁舎

26（火） 農地中間管理事業市町村等担当者会議（南部） ルビノ京都堀川

28（木） 農地中間管理事業市町村等担当者会議（北部） 府綾部総合庁舎

5. 20（木） 農地利用推進チ－ム会議 府庁１号館会議室

25（水） 第２回現地駐在員会議 西 別 館

26（木） 農地中間管理事業新任者研修(～5/27) 東京都

6.21（火） 農地中間管理事業研修会 農林水産省

22（水） ＪＡ京都営農経済担当課長事業説明会 ＪＡ京都本店

28（火） 農地利用推進チ－ム会議 府庁旧館

29（水） 第３回現地駐在員会議 西 別 館

7. 1（金） 第１回借受希望者募集（～8/1）

13（水） 南丹農業改良普及センタ－事業説明会 府園部総合庁舎

14（木） 農地中間管理事業農林水産省協議 農林水産省

22（金） 東海近畿ブロック中間管理機構会議 奈良県橿原市

28（木） 第４回現地駐在員会議 西 別 館

8. 8（月） 農地中間管理機構新任者研修（～8/9） 東 京 都

26（金） 第５回現地駐在員会議 西 別 館

31（水） コ－ディネ－タ－等研修会（京丹波町以北管内） サンプラザ万助

9. 5（月） 農地を守り活用するための連携協定書締結

6（火） コ－ディネ－タ－等研修会（南丹市以南管内） 京都ガ－デンパレス

7（水） 農業参入フェア2016東京会場出展 東京都（経団連会館）

12（月） 京都乙訓農業改良普及センタ－事業説明会 京都乙訓農業改良普及センタ－

26（月） 第６回現地駐在員会議 西 別 館

29（木） 府農業法人経営者会議会員と情報・意見交換 ホテルセントノ－ム京都

10. 3（月） 第２回借受希望者募集（～11/2）



年月日（曜日） 事 項 場 所

10. 6（木） 農地中間管理事業実務者研修会（～10/7） 東 京 都

20（木） 第７回現地駐在員会議、事例取組調査 府立農業大学校、綾部市

27（木） 農地利用推進チ－ム会議 府庁旧館

28（金） 農地中間管理事業近畿農政局ヒアリング 西 別 館

11.25（金） 第８回現地駐在員会議 西 別 館

12.19（月） 府農業士役員との懇談会 府園部総合庁舎

22（木） 第９回現地駐在員会議 西 別 館

29. 1.20（金） 貸付希望農地の現地見学会 南丹市園部町

24（火） 府農業士総会・研究大会で情報提供 新都ホテル

25（水） 農業参入フェア－2016大阪会場出展 梅田スイカビル

26（木） 第10回現地駐在員会議 西 別 館

30（月） 京力農場づくり推進大会 ガレリアかめおか

2.21（火） 農地中間管理事業評価委員会 自治会館

23（木） 第11回現地駐在員会議 西 別 館

28（火） 農地中間管理機構近畿ブロック研修会 キャンパスプラザ京都

3. 2（木） 農地中間管理事業担当部課長会議 東 京 都

24（金） 第12回現地駐在員会議 西 別 館

○ 新規就農・就業支援事業関係

年月日（曜日） 事 項 場 所

28.4.18（月） 南丹市日吉町藤木実践農場修了式 南丹市

21（木） 実践農場研修生交流会 綾部市

22（金） 綾部市上八田実践農場開始式 綾部市

5.17（火） 舞鶴市河辺中実践農場修了式 舞鶴市

6. 4（土） 新・農業人フェア 大阪市内

6 (月） 亀岡市連絡調整会議 亀岡市

7. 1（金） 畜産経営継承支援事業担当者会議 南丹市八木町

7 (木） 畜産経営継承支援事業担当者会議 綾部市

11（月） ジョブパーク連絡会議 京都市



年月日（曜日） 事 項 場 所

16（土） 新・農業人フェア 東京都内

19 (火） 舞鶴市白屋町実践農場修了式 舞鶴市

26 (火） 京都農人材育成センター設立イベント 京都市

31（日） 新規就農希望者と農村を結ぶ集い 農業大学校

8. 1（月) 亀岡市薭田野町・篠町実践農場開始式 亀岡市

4（木） 京丹波町瑞穂地区連絡調整会議 京丹波町

17（水） 亀岡市連絡調整会議 亀岡市

25（木） 酪農経営継承事業会議 亀岡市

9. 2 (金） 南丹市美山町実践農場修了式 南丹市

〃 亀岡市連絡調整会議 亀岡市

5（月） 企業内人権問題啓発セミナー 京都テルサ

10（土） 新・農業人フェア 東京都内

23（金） 京丹波町連絡調整会議 京丹波町

10. 3（月） 亀岡市連絡調整会議 亀岡市

7 (金） 京丹波町富田・妙楽寺実践農場開始式 京丹波町

13（木） ジョブパーク連絡会議 京都テルサ

〃 中丹西実践農場連絡調整会議 綾部市

17（月） 亀岡市連絡調整会議 亀岡市

24 (月） 南丹市園部町実践農場修了式 南丹市

〃 福知山市連絡調整会議 福知山市

28（金） 畜産経営継承会議 亀岡市

11.12（土） 新・農業人フェア 東京都内

21（月） 綾部市連絡調整会議 綾部市

24 (木） 綾部市西坂実践農場修了式 綾部市

29 (火） 畜産経営継承事業打合せ 京都市

12. 5（月） 北部若手農業者研修・交流会 福知山市

6（火） 京丹波町質美実践農場修了式 京丹波町

14（水） 舞鶴市連絡調整会議 舞鶴市

15（木） 南部若手農業者研修・交流会 京都市

20 (火) 亀岡市連絡調整会議 亀岡市

〃 京丹後市連絡調整会議 京丹後市



年月日（曜日） 事 項 場 所

29.1.13（金） 綾部市連絡調整会議 綾部市

19（木） 綾部市連絡調整会議 綾部市

28（土） 新・農業人フェア 大阪市内

2. 3（金） 亀岡市大井町・吉川町実践農場修了式 亀岡市

7 (火) 綾部市連絡調整会議 綾部市

10 (金） 亀岡市連絡調整会議 亀岡市

18（土） 新・農業人フェア 東京都内

22（水） 福知山市三岳実践農場修了式 福知山市

26（日） 農林漁業就業相談会 京都ﾘｻｰﾁﾊﾟｰｸ

3. 1（水） 亀岡市大井町実践農場開始式 亀岡市

〃 農業士・実践農場修了生交流会 福知山市

14（火） 農業大学校卒業式 農業大学校

22（水） 南丹市連絡調整会議 南丹市

27 (月) 丹後農業実践型学舎修了式 丹後農研

28 (火） 亀岡市連絡調整会議 亀岡市

○ 農業ビジネス関係

年月日（曜日） 事 項 場 所

28. 4.28（木） 地域コーディネーター会議 京都府農業会議

5.10（火） きょうと農業ビジネスプラットフォーム事 京都府農業会議
務局会議

18（水） 山城地域アグリネット会議 府宇治総合庁舎

19（木） 農商工連携応援ファンドプレゼン練習会 府亀岡総合庁舎

20（金） 農商工連携応援ファンドプレゼン練習会 府産業支援センター

23（月） 丹後地域アグリネット会議 府峰山総合庁舎

25（水） 南丹地域アグリネット会議 府亀岡総合庁舎

6. 8（水） 農商工連携応援ファンド審査会 府産業支援センター

14（火） きょうと農業ビジネスプラットフォーム事 府産業支援センター
務局会議

16（木） 地域コーディネーター会議 京都府農業会議

17（金） 山城地域アグリネット会議 府宇治総合庁舎



年月日（曜日） 事 項 場 所

23（木） 大京都フェアin名古屋 アピタ港店
～

28（火）

7.12（火） きょうと農業ビジネスプラットフォーム事 京都府農業会議
務局会議

20（水） 山城地域アグリネット会議 府宇治総合庁舎

22（金） 農業経営体育成事業意見聴取会議 ルビノ京都堀川

22（金） 農商工連携応援ファンド採採択者説明会 府産業支援センター
及びハンズオン支援事前相談会

29（金） アグリ・ビジネス・ジャパン 東京ビッグサイト

8. 4（木） 農業ビジネス商談力強化セミナー（北部） 丹後王国「食のみ
やこ」

5（金） 農業ビジネス商談力強化セミナー（南部） 京都学園大学（太
秦キャンパス）

9（火） きょうと農業ビジネスプラットフォーム事 京都府農業会議
務局会議

22（月） 農商工連携応援ファンド個別相談会（山城） 府産業支援センター

23（火） 山城地域アグリネット会議 府宇治総合庁舎

25（木） 農商工連携応援ファンド個別相談会 府亀岡総合庁舎
（南丹・中丹） 府綾部総合庁舎

26（金） 農商工連携応援ファンド相談会（丹後） 府峰山総合庁舎

26（金） 農業ビジネス商談力強化セミナー リサーチパーク

29（月） 農業ビジネス商談力強化セミナー（丹後） 府峰山総合庁舎

30（火） 農業ビジネス商談力強化セミナー（中丹） 府舞鶴総合庁舎

9. 1（木） 伊藤忠食品(株)「京都コレクション」商談 リサーチパーク
会

2（金） 伊藤忠食品(株)「京都コレクション」商談 リサーチパーク
会

2（金） 農業ビジネス商談力強化セミナー 府舞鶴総合庁舎

6（火） 小規模直売所セミナー 京都乙訓農業改良
普及センター

15（木） 地域コーディネーター会議 京都府農業会議

27（火） ６次産業化支援のための講演会・勉強会 リサーチパーク

29（木） 農業ビジネス商談力強化セミナー（丹後） 丹後王国「食のみ
やこ」

30（金） 農業ビジネス商談力強化セミナー（京都市） 府産業支援センター

10. 6（木） 山城地域アグリネット会議 府宇治総合庁舎



年月日（曜日） 事 項 場 所

12（水） きょうと農業ビジネスプラットフォーム事 京都府農業会議
務局会議

13（木） 異業種参入から学ぶ６次産業化セミナー 農林水産省

13（木） 地域コーディネーター会議 京都府農業会議

19（水） 農商工連携応援ファンドプレゼン練習会 府亀岡総合庁舎

28（金） きょうと農業ビジネス商談会２０１６ みやこめっせ

11. 8（火） きょうと農業ビジネスプラットフォーム事 京都府農業会議
務局会議

20（日） 沖縄大交易会 沖縄コンベンショ
～ ンセンター

22（火）

26（土） 京都府農林水産フェスティバル２０１６ パルスプラザ

27（日） 京都府農林水産フェスティバル２０１６ パルスプラザ

12. 6（火） 農商工連携応援ファンド審査会 府産業支援センタ ー

9（金） きょうと農業ビジネスプラットフォーム事務 京都府農業会議
局会議

21（水） 山城地域アグリネット会議 府宇治総合庁舎

22（木） 地域コーディネーター会議 府公館

29. 1.10（火） きょうと農業ビジネスプラットフォーム事務 京都府農業会議
局会議

11（水） ＦＣＰシートパンフ作成説明会 京都府農業会議

16（月） 農商工連携応援ファンド採採択者説明会 府産業支援センター

17（火） 京都乙訓農業経営講座（第１回） 京都乙訓農業改良
普及センター

27（金） ほっとはあとＥＸＰＯ みやこめっせ

31（火） 京都乙訓農業経営講座（第２回） 京都乙訓農業改良
普及センター

2. 6（月） 食品輸出のための商談スキルセミナー 京都銀行本店

9（木） 若手農業者大交流会 ガレリアかめおか

14（火） きょうと農業ビジネスプラットフォーム事務 京都府農業会議
局会議

14（火） 京都乙訓農業経営講座（第３回） 京都乙訓農業改良
普及センター

15（水） きょうと農業ビジネスよろず相談会（丹後） 府峰山総合庁舎

22（水） 第10回アグリフードＥＸＰＯ大阪２０１７ ＡＴＣホール



年月日（曜日） 事 項 場 所

23（木） 第10回アグリフードＥＸＰＯ大阪２０１７ ＡＴＣホール

24（金） 地域コーディネーター会議 自治会館

27（月） きょうと農業ビジネスよろず相談会（中丹） 府舞鶴総合庁舎

28（火） ６次産業化・農商工連携フォーラム ＯＭＭビル

28（火） 京都乙訓農業経営講座（第４回） 京都乙訓農業改良
普及センター

3. 2（木） きょうと農業ビジネスよろず相談会（南丹） 府亀岡総合庁舎

6（月） きょうと農業ビジネスよろず相談会（山城） 府宇治総合庁舎

8（水） 農業をデザインで変えるセミナー（南部） リサーチパーク

9（木） 農業をデザインで変えるセミナー（北部） 丹後王国「食のみ
やこ」

9（木） 京都乙訓地域農業ビジネス商談会 京都学園大学（太
秦キャンパス）

10（金） 山城地域アグリネット会議 府宇治総合庁舎

13（月） きょうと農業ビジネスよろず相談会（乙訓） 府産業支援センター

14（火） きょうと農業ビジネスプラットフォーム事務 京都府農業会議
局会議

15（水） ６次産業化中央サポートセンタープランナ リサーチパーク
ーミーティング

17（金） 農業ビジネス応援隊ミーティング 府産業支援センター



事業の実績一覧

１ 農地中間管理事業（旧農地保有合理化事業を含む）

（１） 農地中間管理事業・農地売買支援事業

ア 実施状況総括
（単位：件、hａ）

農 地 未墾地 施設用地等 計
区 分

件数 面 積 件数 面 積 件 数 面 積 件 数 面 積

前年度末保有量 3,423 1,047 - - - - 3,423 1,047

貸
新 規 借 入 1,195 307 - - - - 1,195 307

本

年 新 規 貸 付 247 279 - - - - 247 279
借

度
継 続 貸 付 502 998.5 - - - - 502 998.5

解 約 7 10 - - - - 7 10

返 還 21 10 - - - - 21 10

本年度末保有量 4,597 1,344 - - - - 4,597 1,344

前年度末保有量 4 0.6 - - - - 4 0.6
売

本 買 入 20 4.5 - - - - 20 4.5
年

買 度 売 渡 20 4.7 - - - - 20 4.7

一 時 貸 付 - - - - - - - -

本年度末保有量 3 0.4 - - - - 3 0.4

※貸借には使用貸借を含む。



単位：ha

法人 個人 計 法人 個人 計

京都 京都市 6 2.6 6 2.6 56 50.6 24 38.6 1 4 5 0.8 1.8 2.6 2.91%

・ 向日市 1 0.3 1 0.3 5 1.6 4 1.4 0.00%

乙訓 長岡京市 2 0.3 2 0.3 7 2.3 4 1.5 0 1 1 0.0 0.2 0.2 5.33%

大山崎町 3 1.1 3 1.0 0.00%

小計 9 3.2 9 3.2 71 55.5 35 42.5 1 5 6 0.8 2.0 2.8 2.86%

山城 宇治市 6 1.9 5 1.8 30 27.4 19 42.5 1 1 2 0.8 0.4 1.2 1.72%

城陽市 2 0.2 1 0.1 10 4.5 10 3.5 1 0 1 0.1 0.0 0.1 1.25%

久御山町 5 2.0 5 2.0 39 42.7 4 4.5 2 3 5 0.6 1.4 2.0 4.24%

八幡市 2 0.8 0 0.0 0.00%

京田辺市 5 3.3 1 1.0 0.00%

井手町 3 0.4 3 0.4 3 0.9 1 0.1 1 0 1 0.4 0.0 0.4 40.00%

宇治田原町 12 2.2 6 1.4 4 1.9 4 1.8 0 2 2 0.0 1.4 1.4 37.84%

木津川市 8 1.3 25 17.7 15 3.2 0.00%

笠置町 1 0.3 1 0.3 0.00%

和束町 2 0.2 1 0.3 2 1.3 0.00%

精華町 2 0.2 3 1.8 2 0.7 0.00%

南山城村 1 0.3 2 0.7 0.00%

小計 40 8.4 20 5.7 124 101.9 61 59.6 5 6 11 1.9 3.2 5.1 3.16%

南丹 亀岡市 24 6.8 24 6.8 29 66.3 23 56.9 0 11 11 0.0 4.2 4.2 3.41%

南丹市 96 36.4 90 34.7 52 137.5 13 33.7 4 5 9 33.4 1.3 34.7 20.27%

京丹波町 45 11.3 37 8.7 42 70.5 14 14.1 4 3 7 6.5 1.5 8.0 9.46%

小計 165 54.5 151 50.2 123 274.2 50 104.8 8 19 27 39.9 7.0 46.9 12.37%

中丹 綾部市 160 46.2 148 44.2 42 49.2 8 8.1 8 21 29 28.6 15.6 44.2 77.08%

舞鶴市 149 28.4 146 27.9 8 4.1 11 16.1 4 26 30 1.0 27.0 28.0 138.55%

福知山市 201 35.8 184 28.0 37 37.3 26 17.2 9 24 33 5.7 12.8 18.5 33.93%

小計 510 110.4 478 100.1 87 90.6 45 41.5 21 71 92 35.3 55.4 90.7 68.68%

丹後 宮津市 52 8.6 52 8.6 19 12.2 11 2.6 2 20 22 3.9 4.7 8.6 57.91%

与謝野町 260 84.3 256 82.3 130 198.5 1 0.6 5 51 56 5.5 76.8 82.3 41.33%

伊根町　 83 13.9 82 13.8 23 17.6 11 5.8 1 21 22 2.3 11.5 13.8 58.97%

京丹後市 187 44.0 147 43.2 39 65.6 16 50.4 5 6 11 15.3 13.5 28.8 24.84%

小計 582 150.8 537 147.9 211 293.9 39 59.4 13 98 111 27.0 106.5 133.5 37.79%

計 1,306 327.3 1,195 307.1 616 816.1 230 307.8 48 199 247 104.9 174.1 279.0 24.82%

イ　農地中間管理事業実施状況内訳

（ア）貸借新規分

振興局 市町村

農地所有者等⇒機構　（集積） 機構⇒借受希望者　（配分）

(B/A)

第１回
面積

件数
第２回
面積

件　　数 面積

備       考
貸付希望登録 集積手続完了 借受希望者(A) 配分手続完了(B)

件数 面積 件数 面積 件数

1，306件 327.3ha 1,195件 307.1ha
364件 170件

247件 279.0ha

＊重複面積を除く（１回、２回合計）

485.5ha 219.0ha

48法人 199人 247経営体 267.1ha 11.9ha 279.0ha

法人 個人 計 田 畑 計



　　　　

区 件 数 借入 設定

分 借入 貸付 面積 期間

宇 治 市 26 2 - 0.3 10年 茶      園

亀 岡 市 26 3 3 1.0 12年 水　　 稲

南 丹 市 26 6 5 2.3 10年 水　　 稲

京 丹 波 町 26 40 3 13.8 10年 水　　 稲

福 知 山 市 26 116 18 35.9 10年 水　　 稲

舞 鶴 市 26 36 2 8.3 10年 水　　 稲

与 謝 野 町 26 5 4 3.1 10年 水　　 稲

京 丹 後 市 26 198 21 43.9 10年 国営畑作

小　　　計 406 56 108.6

亀 岡 市 26 9 2 1.4 10年 野菜栽培

南 丹 市 26 2 - 0.2 10年 野菜栽培

福 知 山 市 26 5 - 0.5 10年 野菜栽培

小　　　計 16 2 2.1

京 丹 後 市 峰 山 町 26 58 1 9.8 10年 野菜栽培

京 丹 後 市 丹 後 町 26 22 - 2.5 10年 茶栽培

京 丹 後 市 網 野 町 26 17 2 3.4 10年 野菜栽培・水稲

京 丹 後 市 弥 栄 町 26 108 8 25.0 10年 野菜栽培

京 丹 後 市 久 美 浜 町 26 18 2 3.9 10年 野菜栽培

223 13 44.6

645 71 155.3

区 件 数 借入 設定

分 借入 貸付 面積 期間

宇 治 市 27 12 15 6.7 10年 茶      園

井 手 町 27 1 1 0.1 10年 水　　 稲

宇 治 田 原 町 27 6 2 0.9 10年 茶　　 園

和 束 町 27 1 1 0.1 10年 茶　　 園

久 御 山 町 27 1 1 0.7 10年 野菜栽培

城 陽 市 27 1 1 0.8 10年 野菜栽培

長 岡 京 市 27 1 1 0.2 10年 筍 栽 培

亀 岡 市 27 63 24 26.7 10年 野菜栽培

南 丹 市 27 46 13 21.7 10年 野菜栽培

京 丹 波 町 27 118 10 37.7 10年 水　　 稲

綾 部 市 27 469 54 147.5 10年 水　　 稲

福 知 山 市 27 370 43 108.3 10年 水　　 稲

舞 鶴 市 27 45 13 11.2 10年 水　　 稲

与 謝 野 町 27 215 36 88.8 10年 水　　 稲

伊 根 町 27 292 58 72.0 10年 水　　 稲

京 丹 後 市 27 570 71 225.0 10年 国営畑作

小　　　計 2,211 344 748.4

亀 岡 市 27 9 4 2.3 10年 野菜栽培

南 丹 市 27 8 4 1.5 10年 野菜栽培

福 知 山 市 27 5 1 0.8 10年 野菜栽培

舞 鶴 市 27 5 3 0.8 10年 野菜栽培

京 丹 後 市 27 1 1 1.7 10年 野菜栽培

小　　　計 28 13 7.1

貸
借

市町村名
開始
年度

貸
借

実
践
農
場

  貸      借     計

小　　　計

備　考

（単位：件、ha）

市町村名
開始
年度

備　考

（イ）貸借継続分（中間管理事業分）

実
践
農
場

学
舎



区 件 数 借入 設定

分 借入 貸付 面積 期間
市町村名

開始
年度

備　考

京 丹 後 市 峰 山 町 27 12 2 3.6 10年 野菜栽培

京 丹 後 市 大 宮 町 27 18 - 5.0 10年 野菜栽培

京 丹 後 市 弥 栄 町 27 - 3 - 10年 野菜栽培

京 丹 後 市 久 美 浜 町 27 27 - 6.4 10年 野菜栽培

27 57 5 15.0

2,296 362 770.5

（ウ）貸借継続分（農地保有合理化事業分）

区 件 数 借入 設定

分 借入 貸付 面積 期間

宇 治 田 原 町 22 4 3 18.8 10年 茶      園

〃 23 1 1 0.5 10年 茶      園

〃 25 4 2 1.5 10年 茶      園

南 山 城 村 21 5 5 7.8 10年 茶      園

〃 23 1 1 0.9 10年 茶      園

〃 24 1 1 3.2 6年 茶      園

京 丹 波 町 22 2 1 0.4 10年 野菜栽培

京 丹 後 市 大 宮 町 20 30 6 6.9 10年 国営畑作

〃 21 42 6 18.2 10年 国営畑作

〃 22 39 3 6.7 9年 国営畑作

〃 23 13 2 1.8 7年 国営畑作

〃 24 72 4 9.1 10年 国営畑作

京 丹 後 市 弥 栄 町 20 65 3 7.5 10年 国営畑作

〃 24 45 7 11.9 11年 国営畑作

京 丹 後 市 久 美 浜 町 20 21 2 3.1 10年 国営畑作

〃 22 35 3 7.8 10年 国営畑作

〃 23 1 1 0.1 7年 国営畑作

〃 25 73 7 11.2 7年 国営畑作

小　　　計 454 58 117.4

亀 岡 市 23 2 1 0.5 12年 野菜栽培

京 丹 波 町 21 1 1 0.2 10年 野菜栽培

〃 22 5 1 0.6 10年 野菜栽培

〃 23 1 1 0.2 10年 野菜栽培

綾 部 市 22 3 1 0.4 10年 野菜栽培

福 知 山 市 19 2 1 0.1 10年 茶・野菜栽培

舞 鶴 市 19 4 1 0.3 10年 茶栽培

〃 20 3 1 0.5 10年 野菜栽培・水稲

〃 23 1 1 0.2 10年 野菜栽培

〃 24 4 - 0.5 10年 野菜栽培

宮 津 市 23 1 1 0.2 6年 野菜栽培

京 丹 後 市 網 野 町 22 1 1 0.1 6年 野菜栽培

小　　　計 28 11 3.8

482 69 121.2  貸      借     計

学
舎

小　　　計

  貸      借     計

市町村名
開始
年度

備　考

実
践
農
場

年

払

（単位：件、ha）



ウ 農地売買支援事業実施状況内訳

（ア） 買 入
（単位：件、hａ、千円）

事 業 名 市町村名 所 在 区 分 件数 面 積 価 額

京都市 左京区静市 農 地 1 0.1 8,000

一般タイプ 久御山町 坊之池 〃 1 0.1 1,625

(小計) 2 0.2 9,625

久御山町 藤和田 農 地 1 0.6 40,000

久御山町 市 田 〃 1 0.3 13,200

宇治田原町 立 川 〃 1 0.1 1,700

担い手支援タイプ 和束町 白 栖 〃 1 0.1 350

南山城村 田 山 〃 1 0.2 3,600

京丹波町 実 勢 〃 1 0.3 750

福知山市 三和町梅原 〃 3 0.5 1,013

与謝野町 石 川 〃 1 0.3 1,117

与謝野町 明 石 〃 1 0.2 515

与謝野町 四 辻 〃 2 0.2 654

与謝野町 下山田 〃 1 0.3 150

与謝野町 与 謝 〃 2 0.6 478

宮津市 国 分 〃 1 0.2 4,800

京丹後市 網野町島津 〃 1 0.4 3,500

（小計） 18 4.3 71,827

合 計 20 4.5 81,452

（イ）売 渡
（単位：件、hａ、千円）

事 業 名 市町村名 所 在 区 分 件数 面 積 価 格

京都市 左京区静市 農 地 1 0.1 8,080

一般タイプ 久御山町 坊之池 〃 1 0.1 1,641

(小計) 2 0.2 9,721

久御山町 坊之池 農 地 1 0.2 5,132

久御山町 藤和田 〃 1 0.6 40,275

久御山町 市 田 〃 1 0.3 13,332

担い手支援タイプ 和束町 白 栖 〃 1 0.2 760

南山城村 田 山 〃 2 0.4 5,656

京丹波町 実 勢 〃 1 0.3 760

福知山市 三和町梅原 〃 3 0.5 1,043

与謝野町 石 川 〃 2 0.3 1,137

与謝野町 明 石 〃 1 0.2 525

与謝野町 四 辻 〃 2 0.2 674

与謝野町 下山田 〃 1 0.3 160

与謝野町 与 謝 〃 1 0.6 488

京丹後市 網野町島津 〃 1 0.4 3,535

（小計） 18 4.5 73,477

合 計 20 4.7 83,198



1 内記団地 17,504.0 カボチャ、ニンジン、甘藷 かね正、JA

2 二箇団地 26,820.0
ニンジン、カボチャ、キャベツ、レタ
ス、トウモロコシ

JA、直売

3 郷１団地 16,565.0 甘藷、葉菜類 直売

4 栃谷団地 24,890.0 キャベツ、甘藷、カボチャ JA、丹後蔵

(2)　農業経営実践型学舎づくり事業

 京都府と京丹後市が開校した「丹後農業実践型学舎」において、今年度、第3期生（４名）が就農しました。

氏名
（出身）

主な販路主な経営作物就農団地 面積（㎡）
（公簿面積）



２ 新規就農・就業支援に関する事業

（１）青年農業者等育成センター事業

ア 無料職業紹介の実績

本年度は、求人のある経営体に出張して雇用条件等を収集し、就農希望者へ情報

提供した。

イ 全国青年農業者会議等への派遣支援

第56回全国青年農業者会議（平成29年２月28日～３月１日 於 東京都 京都府か

ら５名参加）の経費を助成した。

（２）ふるさとのあすをひらく新規就農支援事業

ア 農林水産ジョブカフェ相談活動

○ 延べ相談件数：７９３件（対前年▲6件）

＜内訳＞ 面接 ５６９件（同▲48件）

電話・メール ２２４件（同 42件増）

○ 初回相談者数：４０９名（同 7名増）（※未登録を含む新規相談実人数）

＜内訳＞ 来訪のきっかけ（回答があった212名の内訳）

内 訳 ＜参考＞H27（n=256）

インターネット １３６（64.2%） １４０（54.7%）

知人等からの紹介 １９（ 9.0） ３２（12.5）

行政機関等からの紹介 １３（ 6.1） ２１（ 8.2）

ハローワーク １３（ 6.1） ２０（ 7.8）

パンフレット ８（ 3.8） ９（ 3.5）

イベント ６（ 2.8） ８（ 3.1）

新聞・雑誌・放送 ２（ 0.9） １（ 0.4）

その他 １５（ 7.1） ２５（ 9.8）

イ 相談会・出張相談等の実施

① 新規就農希望者と農村を結ぶ集い（平成28年７月31日）

就業希望者40名、農大生16名、事業体数30、関係機関30名

② 京都府農林漁業就業相談会 （平成29年2月26日）

就業希望者61名、農大生9名、事業体数40、関係機関約25名

ウ 農業体験機会の提供

農業体験実習講座（平成28年４月20日～29年3月22日）

◇参加者実人数＝３２名

３日コース ：２９名、１日コース：３名

◇受入経営体数＝１０経営体

（京都市北区、右京区、八幡市、亀岡市、南丹市、綾部市、福知山市、久御山町、



京丹波町）

エ 担い手養成実践農場の設置･運営

・年度運営38農場（25年度開設13農場、26年度開設10農場、27年度開設15農場）

◇新規開設15農場

＜内訳＞京都市１、亀岡市３、舞鶴市１、南丹市２、福知山市３、

京丹後市４、京丹波町１

・実践農場経由の就農16名（全員が準備型修了(2年間)後の経営開始）

・実践農場開設累計113農場

（H28.3.31時点の経営開始･定着累計79農場、中止累計11農場、研修中23農場）

・実践農場就農定着率88％（79農場／90農場）

オ 新・農業人フェアへの出展

計６回 相談者数 計160件（㉘は6回参加、相談161件）

（内訳）

開催日 6/4 7/16 9/10 11/12 1/28 2/18

会 場 大阪 東京 大阪 東京

相談件数 41 18 21 15 48 17

カ 京都農人材育成センター事業

設立イベント7/26開催

研修25回実施・延べ150名参加



３ 農業ビジネス支援に関する事業

（１） 農商工連携等支援事業
農林魚業者と中小企業者が連携し、それぞれの強みを活かして、創業や経営の改善・向上を
図る取り組みに対して支援した。

ア農業ビジネス応援隊派遣活動 １７６回
専門的な見解から具体的な課題に対して助言・指導を行った。
（２８年度末の登録者数３２人）

イ 商談会 ５回
日 時 場 所 内 容（主催）
9月1・2日 リサーチパーク 伊藤忠食品(株)「京都コレクション」商談会
10月28日 みやこめっせ きょうと農業ビジネス商談会2016

11月20～22日 沖縄ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝｾﾝﾀｰ 沖縄大交易会
2月22・23日 ＡＴＣホール 第10回アグリフードＥＸＰＯ大阪２０１７

3月9日 京都学園大学 京都乙訓地域農業ビジネス商談会

ウ 個別相談会・研修会の開催 ２４回
日 時 場 所 内 容
5月 19日 亀岡総合庁舎 農商工連携応援ファンドプレゼン練習会
5月20日 産業支援センター 〃
8月 4日 丹後王国「食のみやこ」 農業ビジネス商談力強化セミナー（北部）
8月 5日 京都学園大学 農業ビジネス商談力強化セミナー（南部）
8月22日 産業支援センター 農商工連携応援ファンド個別相談会（山城）
8月25日 亀岡総合庁舎 〃 （南丹）

綾部総合庁舎 〃 （中丹）
8月26日 峰山総合庁舎 〃 （丹後）
8月26日 リサーチパーク 農業ビジネス商談力強化セミナー（南部）
8月29日 峰山総合庁舎 〃 （丹後）
8月30日 舞鶴総合庁舎 〃 （中丹）
9月 2日 舞鶴総合庁舎 〃 （中丹）
9月29日 峰山総合庁舎 〃 （丹後）
9月30日 産業支援センター 〃 （京都市）
10月19日 亀岡総合庁舎 農商工連携応援ファンドプレゼン練習会
1月11日 府農業会議 ＦＣＰシートパンフ作成説明会
2月 6日 京都銀行本店 食品輸出のための商談スキルセミナー
2月15日 峰山総合庁舎 きょうと農業ビジネスよろず相談会（丹後）
2月27日 綾部総合庁舎 〃 （中丹）
3月 2日 亀岡総合庁舎 〃 （南丹）
3月 6日 宇治総合庁舎 〃 （山城）
3月 8日 リサーチパーク 農業をデザインで変えるセミナー（南部）
3月 9日 丹後王国「食のみやこ」 〃 （北部）
3月13日 産業支援センター きょうと農業ビジネスよろず相談会（乙訓）

エ 農業ビジネス推進に係る交流会 １回
日 時 場 所 内 容
2月 6日 ガレリアかめおか 若手農業者大交流会

オ 農産物・加工品輸出ビジネス支援活動
京都府農林水産物･加工品輸出促進協議会の農業法人等部会メンバーを中心に香港・台湾等への

農産物輸出につき相談対応・農業ビジネス応援隊の派遣などにより推進した。
農業ビジネス応援隊派遣活動 ３回



カ 農業経営体育成事業
農商工連携や６次産業化に取り組みをしようとしている経営体に対して、販売・経営規模の拡

大による経営の多角化に対する支援をした。
ａ 農業経営体育事業意見聴取会議

平成28年 7月22日 ルビノ京都堀川

ｂ 事業推進・支援ﾌﾟﾗﾝﾅｰ派遣 ３回

ｃ 採択事業体数 ２件
事業者名 市町村 事業内容 事業費

(千円)
杉田農園 京田辺市 光強度、温度等のコンピュータ自 53,764

動制御ハウス導入による高品質良
食味トマトの生産

(株)村田農園 久御山町 大型トラクターやラジコン動力噴 12,270
霧機の導入による規模拡大

（２） 関係事業等を活用したビジネス展開の支援
ア きょうと農商工連携応援ファンド支援事業
a 関係会議等

日時 場所 内容
6月 8日 産業支援センター 28年度審査会
12月 6日 〃 〃
2月 1日 〃 審査委員会

ｂ 採択事業一覧 １４件

番 代 申請者名 地 採択額

号 表 上段：農林漁業者 域 テーマ名・内容 (千円)

下段：中小企業者

1 農事組合法人河原林 南 京都大納言小豆と京都府産小麦 1,000

代表理事 関 茂久 丹 を使った京ブランドのパン作り

◯ 株式会社山一パン総本店 京都

代表取締役社長 山本 隆英 乙訓

株式会社山一パン総本店 京都

代表取締役社長 山本 隆英 乙訓

2 巽 靖宏 中 京都産米と麹糖化技術を用 2,977

丹 いた発泡清酒とノンアルコ

◯ 佐々木酒造株式会社 京都 ール飲料の開発

代表取締役 佐々木 晃 乙訓

3 ◯ 株式会社中嶋農園 京都 「向島を新たな京都の農業 3,000

代表取締役 中嶋 直己 乙訓 観光の地にする」

有限会社京フーズ 京都

取締役 関 佳彦 乙訓

有限会社ワックジャパン 京都

代表取締役社長 小川 美知 乙訓

4 ◯ キノコノ山田 山 京都・南山城村産トマトと 2,148

山田 一貴 城 椎茸を使ったイタリアン食

ハト畑 山 材の製造・販売

坂内 謙太郎 城

ＦＲＯＮＴ 山

岡田 良太 城



5 京都やましろ農業協同組合 山 山城｢天王柿」の産地復元と 762

代表理事組合長 十川 洋美 城 「食」分野での柿渋を利用

◯ 株式会社三桝嘉七商店 山 した新商品の開発

代表取締役 三桝 嘉嗣 城

6 ◯ 株式会社丸久小山園 山 回収抹茶を用いた、抹茶お 2,864

代表取締役 小山 元治 城 香とその香炉および抹茶入

星野科学株式会社 山 り入浴剤の開発と販売

代表取締役 星野 正美 城

7 加悦ﾌｧｰﾏｰｽﾞﾗｲｽ米･野菜生産者協議会 丹 「京野菜と京都産野菜」を 3,000

会長 塩見 文雄 後 使った寿司の開発と販路開

◯ 株式会社加悦ファーマーズライス 丹 拓

代表取締役 西原 重一 後

8 吉田農園 丹 京野菜と京丹後の水産物を 3,000

吉田 陽一 後 使った「京都 和ひーじょ」

◯ レストラン・アン・ソン・ベニール 丹 の開発

竹山 昌弘 後

9 植和田園 中 舞鶴茶と海の京都の食文化 2,252

植和田 重雄 丹 国産鯖へしこを使用した手

◯ 崎田商事株式会社 中 間なし茶漬けの開発

代表取締役 崎田 功 丹

10 オカダファーム 山 京野菜を使用したお漬物で 1,324

代表 岡田 真吾 城 もない漬け野菜「京爽漬」

◯ 株式会社京都はんなり本舗 京都 の商品開発

代表取締役 伴 康夫 乙訓

11 ◯ 有限会社農業法人京都特産ぽーく 京都 京都銘柄豚 京都ぽーくの 2,900

代表取締役 片山 昭彦 乙訓 「京とろまん」を世界に

辛麺専門店辛獅子 京都

代表 飛鳥 祐大 乙訓

12 ◯ 株式会社山末農園 山 京都・久御山産「農産物で 2,766

代表取締役 村田 和弘 城 作る包み・器」の開発と久

株式会社時代屋 京都 御山野菜ブランドの確立

代表取締役 井上 雅晶 乙訓

13 大庭農園 南 「幻の京藍」をつかった京 1,836

大庭 久宜 丹 都ブランド「藍抹茶」の販

◯ ひのまる米工房 南 売展開

中野 恵二 丹

14 ◯ 株式会社岡本ファーム 中 京地どりを使用した食肉加 651

代表取締役 岡本 将孝 丹 工製品の新規開発

株式会社玉峰八百平 京都

代表取締役 古嶋 希有 乙訓

イ ６次産業化対策事業
国の交付金等を活用し府内の６次産業化の総合窓口を開設し、６次産業化を目指す農林魚業者
の相談や情報提供や「６次産業化総合化事業計画」の策定等の支援をした。
併せて「きょうと農業ビジネスプラットフォーム」及び「地域アグリネット」の設置、コーデ

ィネーターの配置、京都農業ビジネス応援隊の派遣などにより、府内の多様な農林魚業者のニー
ズに対応した６次産業化の取組を支援した。



a きょうと農業ビジネスプラットフォーム会議の開催 １０回

b 地域アグリネットの開催 ９回（山城７回、南丹１回、丹後１回）

c 総合化計画認定者に対するフォローアップ件数 １１件

d ６次化総合化計画策定認定結果 １件 （累計４７件）

番 事業名 申請者 市町村 認定日

号

1 京野菜等地元産の農畜産物を利用し 株式会社むすびの 京都市 H28.7.12

た飲食店兼物産店舗事業


